
 
 

 
 

2008 年度第 1 四半期  

決 算 公 表 資 料  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

三菱商事株式会社 
〒100-8086 東京都千代田区丸の内 2-3-1 

 

 

 

【 問合わせ先 】 ＩＲ部 TEL: 03-3210-8581／8683／8685／9177 

 

 



平成21年3月期 第1四半期決算短信〔米国会計基準〕 
平成20年7月31日

（百万円未満四捨五入）

上場会社名 三菱商事株式会社 上場取引所 東 大 名 
コード番号 8058 URL http://www.mitsubishicorp.com
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 小島 順彦

問合せ先責任者 （役職名）
コントローラーオフィス 予・決算管理
チームリーダー

（氏名） 山名 一彰 TEL (03)3210-2986
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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）  
1)当社の連結財務諸表は、米国会計基準により作成しております。 
2)売上高及び営業利益については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。なお売上高は、当社及び連結子会社が契約当事者又
は代理人等として行った取引額の合計となっております。  
3)発生問題専門委員会報告（以下「EITF」）第06-9号「親会社と被連結事業体又は投資会社と持分法適用被投資会社との間の決算期の既存の差異に係わる修正 （又は
解消）の報告」に基づき、20年3月期第1四半期の数値を一部遡及的に調整しております。  
4)20年3月期に非継続となった事業に関し、米国財務会計基準審議会基準書（以下「基準書」）第144号「長期性資産の減損又は処分に関する会計処理」に基づき、20年3
月期第1四半期の数値を一部組み替えて表示しております。  
5)会計原則審議会意見書（以下「APB」）第18号「持分法による普通株式投資の会計処理」に基づき、20年3月期及び20年3月期第1四半期の数値を一部遡及的に調整し
ております。  
6)19年3月期第1四半期については、遡及的な調整を行っておりませんので、20年3月期第1四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。   

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 継続事業税引前四半期純利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 6,243,889 ― 113,687 ― 181,941 ― 137,185 ―
20年3月期第1四半期 5,455,232 ― 93,315 ― 155,520 ― 122,867 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 83.56 83.31
20年3月期第1四半期 72.79 72.42

総資産 株主資本 株主資本比率 1株当たり株主資本
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 12,599,024 3,080,474 24.5 1,875.60
20年3月期 11,750,441 2,873,510 24.5 1,750.86

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 26.00 ― 30.00 56.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 36.00 ― 36.00 72.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  

（注）第2四半期連結累計期間の連結業績予想につきましては、業績目標管理を年次でのみ行っていることから、開示を省略しております。 
 

売上高 営業利益 継続事業税引前当期純利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
通期 25,000,000 8.2 685,000 92.9 785,000 42.1 580,000 23.2 353.40

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
当社の四半期連結財務諸表は、当四半期連結会計期間より「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年8月10日内閣府令第64号）第93
条を適用しております。 
本資料における業績予想や将来の予測等に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき合理的と判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性その他の要因
が内包されています。従いまして、実際の業績は、見通しと大きく異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  1,695,534,183株 20年3月期  1,694,323,909株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  53,138,087株 20年3月期  53,120,754株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  1,641,680,354株 20年3月期第1四半期  1,688,067,260株
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三菱商事(株) (8058) 平成 21 年 3 月期 第 1 四半期決算短信 
【定性的情報・財務諸表等】  １．連結経営成績に関する定性的情報  (1) 概 況 当四半期の経済環境としては、サブプライム問題の長期化もあり米国経済の不調が続いたことから、世界経済全体についても先行き不透明感が強まりました。また、国際商品市況の上昇が続く中、世界的にインフレに対する警戒感が高まりました。 我が国の経済については、海外経済の減速を背景に、これまで緩やかな景気拡大を支えてきた輸出が増勢鈍化したことに加えて、国内需要についても住宅投資の低迷継続や個人消費の伸び悩みが見られたことから、景気は足踏み状態となりました。 このような環境の下、当四半期の売上高は、商品市況の上昇によりエネルギー事業関連で増加したほか、新規連結の影響により、前年同四半期を 7,887 億円（14.5%）上回る 6兆 2,439億円となりました。売上総利益は、豪州原料炭事業における販売価格上昇の影響に加え、その他の商品市況も堅調に推移したこと、及び新規連結の影響などにより、前年同四半期を 436 億円（14.9%）上回る 3,363 億円となりました。 販売費及び一般管理費は、新規連結の影響などにより、前年同四半期から 226 億円（11.5%）負担増の 2,201 億円となりました。 その他の損益項目については、有価証券損益が前年同四半期の有価証券売却益の反動により減少したものの、受取配当金が金属及びエネルギー事業の資源関連で増加となり、また、その他の損益が為替関連損益の改善により増加となりました。 この結果、継続事業税引前利益は、前年同四半期比 264 億円（17.0%）増加の 1,819 億円となりました。 持分法による投資損益は、海外の資源関連会社の業績が堅調に推移したことなどにより、前年同四半期比 13億円（3.8％）増加の 339 億円となりました。 以上の結果、四半期純利益は前年同四半期比 143 億円（11.7%）増益の 1,372 億円となりました。 尚、当年度の通期見通し 5,800 億円に対する達成率は 23.7％です。 
 (2) セグメント別の状況 ① イノベーション事業グループ 当四半期の四半期純利益は△18 億円となり、前年同四半期から 6 億円の悪化となりました。これは、外食産業関連子会社の売却による利益減少に加え、ICT(情報・通信)関連子会社における取引低調による利益減少があったことによるものです。 
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三菱商事(株) (8058) 平成 21 年 3 月期 第 1 四半期決算短信 
② 新産業金融事業グループ 当四半期の四半期純利益は 11 億円となり、前年同四半期から 71 億円の減少となりました。これは、前年同四半期における三菱 UFJ リース株式みなし売却益の反動減、及びファンド投資関連収益の減少によるものです。 
 ③ エネルギー事業グループ 当四半期の四半期純利益は 295 億円となり、前年同四半期から 117 億円の増加となりました。原油価格上昇による海外資源関連投資先の持分利益及び受取配当金の増加によるものです。 
 ④ 金属グループ 当四半期の四半期純利益は 545 億円となり、前年同四半期と比較して 103 億円の増加となりました。豪州資源関連子会社（原料炭）及び南アフリカ資源関連子会社（フェロクロム）における資源価格上昇による総利益の増加があり、アルミ関連投資先の持分法損益の悪化はあったものの、全体では 103 億円の増加となりました。 

 ⑤ 機械グループ 当四半期の四半期純利益は 160 億円となり、前年同四半期から 2 億円の増加となりました。欧州自動車関連会社の売却による持分損益の減少がありましたが、傭船市況の高騰が寄与したことによりほぼ横ばいとなりました。 
 ⑥ 化学品グループ 当四半期の四半期純利益は 112 億円となり、前年同四半期から 21 億円の増加となりました。親会社における取引好調、及び石化事業関連会社の持分上昇に伴う持分法損益増加によるものです。 
 ⑦ 生活産業グループ 当四半期の四半期純利益は 92 億円となり、前年同四半期から 17 億円の減少となりました。売上総利益は食料関連会社の子会社化の影響により増加したものの、保有している上場株式の評価損を計上したことなどにより、四半期純利益は減少しました。  

 ２．連結財政状態に関する定性的情報  (1) 資産及び負債・資本の状況 当四半期末の総資産は、前年度末より 8,486 億円増加し、12 兆 5,990 億円となりました。
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三菱商事(株) (8058) 平成 21 年 3 月期 第 1 四半期決算短信 
これは、商品市況の上昇による営業債権の増加や、保有する上場株式の含み益の増加の影響によるものです。  負債は、前年度末より 6,506 億円増加し、9兆 1,930 億円となりました。これは、新規投資の資金需要により有利子負債が増加したほか、保有上場株式の含み益増加の見合いでの繰延税金負債の増加や、営業債権の積み上がり見合いでの営業債務の増加があったことによるものです。 また、有利子負債総額から現金及び現金同等物を控除した有利子負債額(ネット)は、前年度末より 2,094 億円増加して 3 兆 6,313 億円となり、有利子負債額(ネット)を当四半期末資本合計で除した有利子負債倍率(ネット)は 1.2倍となりました。  株主資本は、前年度末より 2,070 億円増加し、3兆 805 億円となりました。これは、四半期純利益の積み上がりや、上場株式の含み益増加による未実現有価証券評価益の増加などがあったことによるものです。 
 (2) キャッシュ・フローの状況 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 当四半期において、営業活動により資金は 265 億円増加しました。これは、商品市況の上昇や営業取引の堅調な推移により、運転資金負担が増加したものの、資源関連を中心とした投資先からの配当収入や、資源関連子会社での取引収入が堅調に推移したことにより、資金が増加したものです。  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 当四半期において、投資活動により資金は 1,596 億円減少しました。これは、千代田化工建設及び三菱 UFJ リースの増資引受による株式追加取得に加え、全般的に設備投資に伴う支出負担が大きかったことにより、資金が減少したものです。  以上の結果、営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローの合計であるフリー・キャッシュ・フローは 1,331 億円の資金減少となりました。  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 当四半期において、財務活動により資金は 2,558 億円増加しました。これは、配当金の支払いがあったものの、運転資金負担や投資への資金需要に対し、主に親会社や財務拠点において調達を進めたことから、資金が増加したものです。 
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三菱商事(株) (8058) 平成 21 年 3 月期 第 1 四半期決算短信 
３．連結業績予想に関する定性的情報  当年度の連結業績予想につきましては、平成 20年 4月 30日公表の連結業績予想から変更はありません。  （注意事項） 本資料における業績予想や予想等に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき合理的と判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性その他の要因が内包されています。従いまして、実際の業績は、見通しと大きく異なる結果となる可能性があります。 第 2 四半期連結累計期間の連結業績予想につきましては、業績目標管理を年次のみで行っていることから、開示を省略しております。   ４．その他   (1) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 法人税等は、当該四半期連結会計期間の属する連結会計年度に於ける、税効果を考慮した見積もり税率に基づき算出しております。  (2) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 当社の四半期連結財務諸表は、当四半期連結会計期間より「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成 19年 8月 10日内閣府令第 64号）第 93条を適用しております。      
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 三菱商事㈱（8058） 平成21年3月期 第1四半期決算短信  

５．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

〔米国の会計基準により作成〕

（単位：百万円）

前連結会計年度末

要約連結貸借対照表

（平成20年3月31日）

資産の部

 流動資産

 現金及び現金同等物 887,637 750,128

 定期預金 10,407 11,540

 短期運用資産 99,989 87,862

 営業債権

  受取手形及び短期貸付金 569,389 587,150

  売掛金及び未収入金 3,221,539 2,955,325

  関連会社に対する債権 215,081 211,556

  貸倒引当金 △ 31,427 △ 29,948

 棚卸資産 1,210,938 1,075,563

 取引前渡金 136,631 129,469

 短期繰延税金資産 48,213 62,573

 処分予定資産 5,872 6,526

 その他の流動資産 280,631 243,651

   流動資産合計 6,654,900 6,091,395

 投資及び長期債権

 関連会社に対する投資及び長期債権 1,183,812 1,128,387

 その他の投資 2,258,156 2,102,726

 長期貸付金及び長期営業債権 569,837 515,202

 貸倒引当金 △ 42,647 △ 40,580

   投資及び長期債権合計 3,969,158 3,705,735

 有形固定資産

 有形固定資産 2,796,797 2,736,380

 減価償却累計額 △ 1,142,253 △ 1,125,759

   有形固定資産合計 1,654,544 1,610,621

 その他の資産 320,422 342,690

資産合計 12,599,024 11,750,441

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年6月30日)
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 三菱商事㈱（8058） 平成21年3月期 第1四半期決算短信  

（単位：百万円）

前連結会計年度末

要約連結貸借対照表

（平成20年3月31日）

負債及び資本の部

 流動負債

 短期借入金 1,052,826 742,421

 一年以内に期限の到来する長期借入債務 380,754 384,810

 営業債務

  支払手形 204,743 197,302

  買掛金及び未払金 2,771,222 2,509,533

  関連会社に対する債務 145,851 124,796

 取引前受金 149,917 134,880

 未払法人税等 60,491 62,309

 未払費用 92,977 158,626

 処分予定負債 2,092 2,081

 その他の流動負債 366,547 343,898

   流動負債合計 5,227,420 4,660,656

 固定負債

 長期借入債務（一年以内の期限到来分を除く） 3,105,247 3,096,818

 年金及び退職給付債務 51,716 51,724

 長期繰延税金負債 443,247 400,944

 その他の固定負債 365,358 332,277

   固定負債合計 3,965,568 3,881,763

   負債合計 9,192,988 8,542,419

 少数株主持分 325,562 334,512

 資本

 資本金 202,534 201,825

 資本剰余金 260,792 259,571

 利益剰余金

  利益準備金 41,988 41,295

  その他の利益剰余金 2,313,944 2,226,695

 累積その他の包括損益

  未実現有価証券評価益 526,795 429,796

  未実現デリバティブ評価損益 28,996 12,505

  確定給付年金調整額  △ 39,179 △ 38,927

  為替換算調整勘定 △ 103,858 △ 107,746

 自己株式 △ 151,538 △ 151,504

   資本合計 3,080,474 2,873,510

負債及び資本合計 12,599,024 11,750,441

（注）１．当四半期連結財務諸表は、監査法人によるレビューを受けておりません。

　　  ２．前連結会計年度末要約連結貸借対照表については、（5）四半期連結財務諸表作成の基本となる事項 2）に記載の通り、遡及的に調整しております。

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年6月30日)
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三菱商事㈱ （8058） 平成21年3月期 第1四半期決算短信
（２）四半期連結損益計算書[米国の会計基準により作成] （単位：百万円）当第１四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日     至 平成20年6月30日）収益商品販売及び製造業等による収益 1,501,962売買取引に係る差損益及び手数料 189,047収益合計 1,691,009  商品販売及び製造業等による収益に係る原価 △ 1,354,728売上総利益 336,281その他の収益・費用販売費及び一般管理費 △ 220,114貸倒引当金繰入額 △ 2,480利息（受取利息差引後） △ 3,606受取配当金 53,891有価証券損益 △ 156固定資産損益 3,031その他の損益－純額 15,094その他の収益・費用合計 △ 154,340継続事業税引前利益 181,941法人税等 △ 64,169継続事業税引後利益 117,772少数株主持分利益 △ 14,568持分法による投資損益 33,907継続事業四半期純利益 137,111非継続事業に係る損益（税効果後） 74四半期純利益 137,185(注)1.  当四半期連結財務諸表は、監査法人によるレビューを受けておりません。　　2.  EITF第99-19号「契約当事者における収益の総額表示と代理人における収益の純額表示」に基づき、「収益」を表示        しております。なお、日本の会計慣行による「売上高」及び「営業利益」は、次の通りとなります。当第1四半期連結累計期間売       上       高  6,243,889 営    業    利    益   113,687       「売上高」は、当社及び連結子会社が契約当事者または代理人等として行った取引額の合計です。「営業利益」は、       「売上総利益」、「販売費及び一般管理費」及び「貸倒引当金繰入額」を合計したものです。       
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三菱商事㈱ (8058)　平成21年3月期　第1四半期決算短信（３）四半期連結包括損益計算書[米国の会計基準により作成] (単位：百万円）当第１四半期連結累計期間(自 平成20年4月1日　 至 平成20年6月30日)包括損益：四半期純利益 137,185その他の包括損益－税効果後未実現有価証券評価益期中変動額 96,999未実現デリバティブ評価益期中変動額 16,491確定給付年金調整額期中変動額 △ 252為替換算調整勘定期中変動額 3,888包括損益 254,311(注)当四半期連結財務諸表は、監査法人によるレビューを受けておりません。
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三菱商事㈱（8058）平成21年3月期 第1四半期決算短信（４） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 〔米国の会計基準により作成〕 (単位：百万円）当第１四半期連結累計期間(自 平成20年4月1日   至 平成20年6月30日)営業活動によるキャッシュ・フロー　四半期純利益 137,185　営業活動によるキャッシュ・フローへの調整　　減価償却費等 38,718　　貸倒引当金繰入額 2,480　　有価証券損益 156　　固定資産損益 △ 3,031　　持分法による投資損益（受取配当金控除後） △ 8,466　　営業活動に係る資産・負債の増減　　　短期運用資産 △ 5,263　　　売上債権 △ 219,111　　　棚卸資産 △ 124,666　　　仕入債務 243,222　　　取引前渡金 △ 27,555　　　取引前受金 34,782　　　未収入金 17,190　　　未払金 16,104　　　未払費用 △ 23,514　　　その他流動資産 △ 44,751　　　その他流動負債 △ 11,504　　　その他（純額） 4,549　　　　営業活動によるキャッシュ・フロー 26,525
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三菱商事㈱（8058）平成21年3月期 第1四半期決算短信
(単位：百万円）当第１四半期連結累計期間(自 平成20年4月1日   至 平成20年6月30日)投資活動によるキャッシュ・フロー　有形固定資産等の取得による支出 △ 65,605　有形固定資産等の売却による収入 11,895　関連会社への投資及び貸付による支出 △ 138,235　関連会社への投資の売却及び貸付金の回収による収入 8,814　短期投資及びその他の投資の取得による支出 △ 31,162　短期投資及びその他の投資の売却及び償還による収入 17,813　貸付金の実行による支出 △ 84,744　貸付金の回収による収入 120,666　定期預金の減少 956　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 159,602財務活動によるキャッシュ・フロー　短期借入金の増減－純額 290,049　長期借入債務による調達 193,163　長期借入債務の返済 △ 165,124　親会社による配当金の支払 △ 49,243　子会社による少数株主への配当金の支払 △ 13,139  その他 92　　財務活動によるキャッシュ・フロー 255,798現金及び現金同等物に係る為替相場変動の影響額 14,788現金及び現金同等物の純増加額 137,509現金及び現金同等物の期首残高 750,128現金及び現金同等物の四半期末残高 887,637(注)当四半期連結財務諸表は、監査法人によるレビューを受けておりません。
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三菱商事㈱ (8058） 平成21年3月期 第1四半期決算短信　（５）　四半期連結財務諸表作成の基本となる事項当社の四半期連結財務諸表は、当四半期連結会計期間より「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年8月10日内閣府令第64号）第93条を適用しております。　1） 準拠する会計基準当社の四半期連結財務諸表は、米国において一般に認められている会計基準に基づき作成しております。尚、米国会計基準と本邦会計基準との主要な差異は、以下の通りです。(1)有価証券についての評価(2)有形固定資産の直接減額方式による圧縮記帳（圧縮記帳がなかったものとして処理）(3)金融派生商品（デリバティブ）及びヘッジ会計に関する処理(4)年金及び退職給付会計（積立超過額又は積立不足額を資産・負債及び累積その他の包括損益に計上）(5)企業結合会計、暖簾及びその他の無形固定資産に関する処理　2） 過年度連結財務諸表の遡及的な調整及び組み替え再表示当社は、一部の連結子会社が決算期を3月に変更したこと、及び一部の事業が非継続事業となったことから、平成20年3月期第1四半期の連結財務諸表について、EITF第06-9号及び基準書第144号に基づき、遡及的な調整及び組み替え再表示を行っております。また、株式の追加取得により新たに持分法適用の対象となった関連会社について、APB第18号に基づき、平成20年3月期第1四半期及び平成20年3月期の連結財務諸表を遡及的に調整しております。尚、連結財務諸表の調整額及びその結果は以下の通りです。（単位：百万円）　【平成20年3月期第1四半期】　【平成20年3月期】総資産 11,754,439 △ 3,998 11,750,441資本合計 2,873,210 300 2,873,510当期純利益 462,788 8,071 470,859調整前 調整額 調整後総資産 12,253,864 △ 41,551 12,212,313資本合計 3,167,426 △ 14,631 3,152,795当期純利益 115,326 7,541 122,867調整後調整前 調整額
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三菱商事㈱ (8058） 平成21年3月期 第1四半期決算短信　（６）　継続企業の前提に関する注記     該当事項はありません。（７）　セグメント情報 　【オペレーティング・セグメント情報】　　当第1四半期連結累計期間（自平成20年4月1日　至平成20年6月30日） （単位：百万円）売 上 総 利 益 9,239 12,034 27,726 98,792 46,988 28,931 112,045 335,755 2,681 △ 2,155 336,281持 分 法 損 益 543 741 14,296 5,911 4,148 3,916 4,516 34,071 468 △ 632 33,907四 半 期 純 利益 △1,799 1,134 29,545 54,459 16,047 11,164 9,247 119,797 13,395 3,993 137,185総 資 産 195,124 885,976 1,952,381 3,733,901 2,347,920 869,724 2,264,027 12,249,053 1,234,505 △884,534 12,599,024売 上 高 71,283 53,185 1,511,214 1,538,637 961,201 672,738 1,444,828 6,253,086 17,771 △ 26,968 6,243,889(注) 1.  当オペレーティング・セグメント情報は、監査法人によるレビューを受けておりません。　　  2.  売上高については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。　　　　　なお、売上高は当社及び連結子会社が契約当事者又は代理人等として行った取引額の合計となっております。　　  3.  「その他」は、主に当社及び関連会社に対するサービス及び業務支援などを行うコーポレート部門を表しております。          また当欄には、オペレーティング・セグメントに配賦できない、財務・人事関連の営業活動による収益及び費用も含まれております。          総資産のうち「その他」の項目に含めた全社資産は1,234,505百万円であり、主に財務・投資活動に係る現金・預金及び有価証券により構成されております。（８）　株主資本の金額に著しい増減があった場合の注記     該当事項はありません。
イ ノベーシ ョン事 業 新 産 業 金 融事 業 ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ事 業 金 属 機 械 化 学 品 生 活 産 業 計 調 整 ・ 消 去 連 結 金 額そ の 他
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三菱商事(株)(8058) 平成21年3月期　第1四半期決算短信「参考資料」　前四半期（平成19年4月1日～6月30日）に係る財務諸表  (1)（要約）四半期連結損益計算書　〔米国の会計基準により作成〕 　　　(単位：百万円)収益 商品販売及び製造業等による収益 1,150,975  売買取引に係る差損益及び手数料 183,402  収益合計 1,334,377  商品販売及び製造業等による収益に係る原価  売  上  総  利  益 292,638  その他の収益・費用販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 △ 197,490  貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △ 1,833  利 息 ( 受 取 利 息 差 引 後 ) △ 3,048  受 取 配 当 金 38,120  有 価 証 券 損 益 20,886  固 定 資 産 損 益 675  そ の 他 の 損 益 5,572  そ の 他 の 収 益 ･ 費 用 計 △ 137,118  継 続 事 業 税 引 前 利 益 155,520  △ 52,916  継 続 事 業 税 引 後 利 益 102,604  △ 12,456  32,651  継 続 事 業 当 期 純 利 益 122,799  68   当  期  純  利  益 122,867  (注) 1．当四半期連結財務諸表は、監査法人によるレビューを受けておりません。　　 2．EITF第99-19号「契約当事者における収益の総額表示と代理人における収益の純額表示」に基づき、「収益」を表示        しております。なお、日本の会計慣行による「売上高」及び「営業利益」は、次の通りとなります。前年同四半期売       上       高  5,455,232   営    業    利    益   93,315         「売上高」は、当社及び連結子会社が契約当事者または代理人等として行った取引額の合計です。       「営業利益」は、「売上総利益」、「販売費及び一般管理費」及び「貸倒引当金繰入額」 を合計したものです。            3．当四半期連結財務諸表については、（5）四半期連結財務諸表作成の基本となる事項 2）に記載の通り、　 　　 遡及的な調整及び組み替え再表示を行っております。

△
前年同四半期

非 継 続 事 業 に 係 る 損 益 （ 税 効 果 後 ）持 分 法 に よ る 投 資 損 益法 人 税 等少 数 株 主 持 分 利 益

（平成20年3月期第1四半期）科　　　　　　目
1,041,739  
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三菱商事㈱ (8058)　平成21年3月期　第1四半期決算短信（２） （要約）四半期連結包括損益計算書　〔米国の会計基準により作成〕(単位：百万円)
包 括 損 益 当   期   純   利   益 122,867  未 実 現 有 価 証 券 評 価 益 増 減 額 76,691  未 実 現 ﾃ ﾞ ﾘ ﾊ ﾞ ﾃ ｨ ﾌ ﾞ 評 価 益 増 減 額 12,141  確 定 給 付 年 金 調 整 額 期 中 増 減 額 33  為 替 換 算 調 整 勘 定 期 中 増 減 額 69,429  当 期 そ の 他 の 包 括 損 益 － 税 効 果 後 － 計 158,294  包  括  損  益  合  計 281,161  (注) １．当四半期連結財務諸表は、監査法人によるレビューを受けておりません。     ２．当四半期連結財務諸表については、（5）四半期連結財務諸表作成の基本となる事項 2）に記載の通り、       　遡及的な調整及び組み替え再表示を行っております。

第1四半期）
当 期 そ の 他 の 包 括 損 益 － 税 効 果 後

科        目 前年同四半期（平成20年3月期
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三菱商事㈱ (8058)　平成21年3月期　第1四半期決算短信（３） オペレーティング・セグメント情報　〔米国の会計基準により作成〕　　　 前年同四半期（平成20年3月期第1四半期） （単位：百万円）売 上 総 利 益 9,695 11,136 21,610 85,327 50,219 25,668 87,348 291,003 1,635 292,638持 分 法 損 益 443 684 8,598 8,821 6,855 2,939 4,751 33,091 △440 32,651当 期 純 利 益 △1,183 8,220 17,859 44,125 15,811 9,045 10,899 104,776 18,091 122,867総 資 産 186,765 780,088 1,822,565 3,389,827 2,257,228 849,518 2,313,184 11,599,175 613,138 12,212,313売 上 高 66,392 49,776 1,058,355 1,461,146 971,163 606,884 1,247,979 5,461,695 △6,463 5,455,232(注) 1.  当オペレーティング・セグメント情報は、監査法人によるレビューを受けておりません。　　  2.  売上高については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。　　　　　なお、売上高は当社及び連結子会社が契約当事者又は代理人等として行った取引額の合計となっております。　　  3.  総資産のうち「消去又は全社」の項目に含めた全社資産の金額は、1,342,723百万円です。　　　　　その主なものは財務活動にかかる現金・預金及び有価証券等の資産です。    　4． 当オペレーティング・セグメント情報の数値については、（5）四半期連結財務諸表作成の基本となる事項 2）に記載の通り、　　　　　遡及的な調整及び組み替え再表示を行っております。
計 消 去又 は 全 社 連 結 金 額金 属 機 械 化 学 品 生 活 産 業イ ノ ベ ー シ ョ ン事 業 新 産 業 金 融事 業 ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ事 業 16



2008年度第1四半期 第1四半期 増減 達成率（単位：億円）
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 ▲ 2,201 ▲ 1,975 ▲ 226 b ▲ 9,600 23%貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ▲ 25 ▲ 18 ▲ 7 ▲ 50 50%利 息 （ 受 取 利 息 差 引 後 ） ▲ 36 ▲ 30 ▲ 6 ▲ 300 12%受 取 配 当 金 539 381 158 1,600 34%有 価 証 券 損 益 ▲ 2 209 ▲ 211 ｄ固 定 資 産 損 益 30 7 23 e ▲ 300 -60%そ の 他 の 損 益 151 55 96 f法 人 税 等 ▲ 642 ▲ 529 ▲ 113 ▲ 3,300 19%少 数 株 主 持 分 ▲ 145 ▲ 125 ▲ 20 ▲ 550 26%持 分 法 に よ る 投 資 損 益 339 327 12 g 1,800 19%非 継 続 事 業 に 係 る 損 益 1 1 -            -                 -基 礎 収 益 (*1) 2,0042,0042,0042,004 1,6291,6291,6291,629 375375375375 10,00010,00010,00010,000 20%20%20%20%（*1）基礎収益＝営業利益（貸倒引当金繰入額控除前）＋利息収支＋受取配当金＋持分法による投資損益

増減総 資 産 125,990 117,504 8,486 h株 主 資 本 30,805 28,735 2,070 i有利子負債 GROSS  (*4) 45,293 41,836 3,457 ｊ有利子負債 NET  (*4) 36,313 34,219 2,094（有利子負債倍率 GROSS) （1.5倍） （1.5倍） (   －  )（有利子負債倍率 NET) （1.2倍） （1.2倍） (   －  )(*4) 有利子負債には「FAS133適用による影響額」を含めておりません。
営 業 活 動 に よ る CF 265  …投 資 活 動 に よ る CF ▲ 1,596  …フリーキャッシュフロー ▲ 1,331財 務 活 動 に よ る CF 2,558  …現 金 及 び 現 金 同 等 物の 増 減 額 1,375

2008年度第1四半期
127,50033,00046,50039,000（1.4倍）（1.2倍）

h.【総資産】商品市況の上昇による営業債権の増加、及び上場有価証券の含み益増により総資産は増加。 i.【株主資本】当期純利益の積み上がり、及び上場有価証券の含み益増により株主資本は増加。j.【有利子負債】新規投資の資金需要により有利子負債は増加。
（*2）売上高及び営業利益については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。      なお、EITF第99-19号に従って収益を表示すると、2008年度第1四半期は16,910億円、2007年度第1四半期は13,344億円となります。（*3）米国会計基準の規定に従い、2007年度第1四半期の実績を修正再表示しております。2008年6月末 2008年3月末(ﾘｽﾃｰﾄ後) 2009年3月末見通し（2008/4/30公表時） 2008年3月末比の増減

143143143143 5,8005,8005,8005,800 24%24%24%24%当 期 純 利 益 1,3721,3721,3721,372 1,2291,2291,2291,229 143143143143 5,8005,8005,8005,800 24%24%24%24%継 続 事 業 か ら の当 期 純 利 益 1,3711,3711,3711,371 1,2281,2281,2281,228
264264264264 7,8507,8507,8507,850 23%23%23%23%継 続 事 業 か ら の税 引 前 利 益 1,8191,8191,8191,819 1,5551,5551,5551,555

6,8506,8506,8506,850 17%17%17%17%ｃ1,1371,1371,1371,137 933933933933 204204204204
a.【売上総利益】原料炭価格の上昇に加え、その他の商品市況も堅調に推移したこと、及び新規連結の影響などにより、売上総利益は前年同期比15%の増益となった。b.【販売費及び一般管理費】新規連結の影響などにより販管費は負担増となった。c.【金融収支】資源関連の受取配当金が増加したことから、金融収支は改善した。d.【有価証券損益】①上場有価証券評価損     ･･･  ▲4 [ ▲4←0]②不良資産償却関連損失     ･･・ ▲40 [ ▲43←▲3 ]③その他株式売却損益等     ･･･ ▲167 [ +45←+212 ] e.【固定資産損益】子会社における固定資産売却益の計上により、固定資産損益は増加した。f.【その他の損益】為替関連損益の改善等により、その他の損益は増加した。g.【持分法による投資損益】海外の資源関連会社の業績が堅調に推移したことにより、持分法投資損益は微増となった。

売 上 総 利 益 3,3633,3633,3633,363 2,9262,9262,9262,926 437437437437 a 16,50016,50016,50016,500 20%20%20%20%営 業 利 益
7,887 250,000 25%売 上 高 62,439 54,552

２００８年度第１四半期連結決算（米国基準）2007年度（ﾘｽﾃｰﾄ後） 2008年度通期業績見通し 前年同期比の増減

資産と負債の状況

損益の状況

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰの状況

２ ０ ０ ８ 年 ７ 月 ３ １ 日（ 三 菱 商 事 株 式 会 社 ）
15%の増益22%の増益

12%の増益
資産と負債の状況

損益の状況

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰの状況

２ ０ ０ ８ 年 ７ 月 ３ １ 日（ 三 菱 商 事 株 式 会 社 ）

【主要指標推移】               2008年度   2007年度               第1四半期  第1四半期    増   減油価（USD/BBL）  116.9      64.8     +52.1(80%の上昇)為替（YEN/USD）  104.6     120.8    △16.2(13%の円高)金利（%)TIBOR     0.84      0.67     +0.17(25%の上昇)

15%の増益22%の増益

12%の増益

商品市況の上昇により運転資金が増加したものの、営業収入や海外資源関連事業からの配当が堅調に推移したことにより資金増ﾌﾟﾗﾝﾄ事業やﾘｰｽ事業への投資実行により資金減運転資金や投資資金の需要増などに対応して資金調達を増加
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(億円） 2007年度第1四半期 2008年度第1四半期 増減 増減率 2008年度通期見通し 達成率売 上 高 54,552 62,439 7,887 14% 250,000 25%売 上 総 利 益 2,926 3,363 437 15% 16,500 20%営 業 利 益 933 1,137 204 22% 6,850 17%当 期 純 利 益 1,229 1,372 143 12% 5,800 24%基 礎 収 益 1,629 2,004 375 23% 10,000 20%

主要主要主要主要PL項目項目項目項目のののの前年同期比増減前年同期比増減前年同期比増減前年同期比増減

（億円） ○○○○売上高売上高売上高売上高 ・・・・・・・・・・・・過去最高過去最高過去最高過去最高（従来の最高は2007年度第3四半期の6.1兆円）○○○○売上総利益売上総利益売上総利益売上総利益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2007年度第2四半期の2,982億円）○○○○営業利益営業利益営業利益営業利益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2006年度第1四半期の1,085億円）○○○○当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2006年度第1四半期の1,244億円 ）○○○○基礎収益基礎収益基礎収益基礎収益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2006年度第3四半期の1,778億円）
○○○○売上高売上高売上高売上高 ・・・・・・・・・・・・過去最高過去最高過去最高過去最高（従来の最高は2007年度第3四半期の6.1兆円）○○○○売上総利益売上総利益売上総利益売上総利益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2007年度第2四半期の2,982億円）○○○○営業利益営業利益営業利益営業利益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2006年度第1四半期の1,085億円）○○○○当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2006年度第1四半期の1,244億円 ）○○○○基礎収益基礎収益基礎収益基礎収益 ・・・・・・・・・・・・過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益（従来の最高益は2006年度第3四半期の1,778億円）

過去のトラックレコード （四半期ベース）
過去のトラックレコード （四半期ベース）※四半期決算を開始した2000年度第3四半期以降が比較対象セグメント別売上総利益推移

17 7873 1,120257 289502 470853 988216 277111 1209297
05001,0001,5002,0002,5003,0003,500

2007年度第1四半期 2008年度第1四半期

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業新産業金融事業ｴﾈﾙｷﾞｰ事業金属機械化学品生活産業消去又は全社 本資料では、米国会計基準の規定に従い、2007年度第1四半期の実績を修正再表示しています。
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1,150

1,450

2007年度第1四半期 2008年度第1四半期

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業新産業金融事業ｴﾈﾙｷﾞｰ事業金属機械化学品生活産業消去又は全社

（億円） セグメントセグメントセグメントセグメント別当期純利益別当期純利益別当期純利益別当期純利益のののの前年同期比増減前年同期比増減前年同期比増減前年同期比増減

○ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業（6億円の減益）・・・情報・通信関連子会社における取引低調による利益減少ほか○新産業金融事業（87％減益）・・・ 前年同期における三菱UFJ ﾘｰｽ株式みなし売却益の反動減、及びﾌｧﾝﾄﾞ投資関連収益の減少○ｴﾈﾙｷﾞｰ事業（65％増益）・・・原油価格上昇による海外資源関連投資先の持分利益及び受取配当金の増加○金属（24％増益）・・・資源価格上昇による取引利益や配当収入による利益増加○機械（1％増益）・・・欧州自動車関連会社の売却による持分損益の減少があったものの、傭船市況の高騰が寄与しほぼ横ばい○化学品（24％増益）・・・親会社における取引好調及び石化事業関連会社の持分上昇に伴う持分法損益増による増加○生活産業（16％減益）・・・株式評価損による利益減少など

○ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業（6億円の減益）・・・情報・通信関連子会社における取引低調による利益減少ほか○新産業金融事業（87％減益）・・・ 前年同期における三菱UFJ ﾘｰｽ株式みなし売却益の反動減、及びﾌｧﾝﾄﾞ投資関連収益の減少○ｴﾈﾙｷﾞｰ事業（65％増益）・・・原油価格上昇による海外資源関連投資先の持分利益及び受取配当金の増加○金属（24％増益）・・・資源価格上昇による取引利益や配当収入による利益増加○機械（1％増益）・・・欧州自動車関連会社の売却による持分損益の減少があったものの、傭船市況の高騰が寄与しほぼ横ばい○化学品（24％増益）・・・親会社における取引好調及び石化事業関連会社の持分上昇に伴う持分法損益増による増加○生活産業（16％減益）・・・株式評価損による利益減少など

セグメント別増減理由
セグメント別増減理由

1782,9402,762アルミ価格（$/MT)

7938,4437,650銅価格（$/MT)

52.1116.964.8油価（ドバイ）($/BBL)

増減2008年度第1四半期2007年度第1四半期資源価格の推移
資源価格の推移
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34,219

36,313

30,609
30,805

29,184
28,735

1.01.01.01.0

1.21.21.21.2 1.21.21.21.2
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0.0

1.0
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有利子負債（NET) 株主資本 有利子負債倍率（NET)

株主資本株主資本株主資本株主資本とととと有利子負債有利子負債有利子負債有利子負債のののの増減増減増減増減

（億円）

（倍）

①当期純利益の積み上がり（ 1,372億円 ）②配当金支払（▲492億円 ）③未実現有価証券評価益の増加（ 970億円 ）・・・株価上昇による保有上場株式の含み益の増加
①当期純利益の積み上がり（ 1,372億円 ）②配当金支払（▲492億円 ）③未実現有価証券評価益の増加（ 970億円 ）・・・株価上昇による保有上場株式の含み益の増加

主な株主資本増減要因
(2008年3月末比)

主な株主資本増減要因
(2008年3月末比)
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商品市況・為替・金利の状況
商品市況・為替・金利の状況

損益損益損益損益へのへのへのへの影響影響影響影響ははははタイムラグタイムラグタイムラグタイムラグがあるがあるがあるがあるケースケースケースケースもあるもののもあるもののもあるもののもあるものの、、、、

商品市況商品市況商品市況商品市況はははは通期見通通期見通通期見通通期見通しのしのしのしの前提前提前提前提をををを上回上回上回上回るるるる水準水準水準水準でででで推移推移推移推移しているしているしているしている。。。。

第第第第1111四半期四半期四半期四半期のののの状況状況状況状況（（（（4444----6666月平均月平均月平均月平均）））） 通期見通通期見通通期見通通期見通しのしのしのしの前提前提前提前提 増減増減増減増減為替為替為替為替（（（（YENYENYENYEN////＄）＄）＄）＄） 104.6104.6104.6104.6 105.0105.0105.0105.0 ▲ 0.4▲ 0.4▲ 0.4▲ 0.4 1111円円安円円安円円安円円安につきにつきにつきにつき年間年間年間年間27272727億円億円億円億円のののの増益増益増益増益インパクトインパクトインパクトインパクト円金利円金利円金利円金利（％）（％）（％）（％）3333ヶヶヶヶ月月月月TIBORTIBORTIBORTIBOR 0.840.840.840.84 0.900.900.900.90 ▲ 0.06▲ 0.06▲ 0.06▲ 0.06USUSUSUS$$$$金利金利金利金利（％）（％）（％）（％）3333ヶヶヶヶ月月月月LIBORLIBORLIBORLIBOR 2.752.752.752.75 2.802.802.802.80 ▲ 0.05▲ 0.05▲ 0.05▲ 0.05油価油価油価油価（（（（ﾄﾄﾄﾄ ﾞ゙゙゙ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｲｲｲｲ））））（＄（＄（＄（＄////BBLBBLBBLBBL)))) 116.9116.9116.9116.9 85.085.085.085.0 31.931.931.931.9 $$$$1111上昇上昇上昇上昇につきにつきにつきにつき年間年間年間年間10101010億円億円億円億円のののの増益増益増益増益インパクトインパクトインパクトインパクト銅地金銅地金銅地金銅地金（＄（＄（＄（＄////MTMTMTMT)))) 8,4438,4438,4438,443 7,9377,9377,9377,937 506506506506 $$$$100100100100上昇上昇上昇上昇につきにつきにつきにつき年間年間年間年間8888億円億円億円億円のののの増益増益増益増益インパクトインパクトインパクトインパクトｱﾙﾐｱﾙﾐｱﾙﾐｱﾙﾐ地金地金地金地金（＄（＄（＄（＄////MTMTMTMT)))) 2,9402,9402,9402,940 2,9002,9002,9002,900 40404040 $$$$100100100100上昇上昇上昇上昇につきにつきにつきにつき年間年間年間年間10101010億円億円億円億円のののの増益増益増益増益インパクトインパクトインパクトインパクト

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益にににに対対対対するするするする損益損益損益損益インパクトインパクトインパクトインパクト
取引利益取引利益取引利益取引利益やややや投資利益投資利益投資利益投資利益によりによりによりにより金利上昇金利上昇金利上昇金利上昇のののの影響影響影響影響はははは相殺相殺相殺相殺されるされるされるされる部分部分部分部分がががが相当相当相当相当あるがあるがあるがあるが、、、、金利上昇金利上昇金利上昇金利上昇がががが急急急急であるであるであるである場合場合場合場合にはにはにはには一時的一時的一時的一時的にににに影響影響影響影響をををを受受受受けるけるけるける。。。。

商品市況商品市況商品市況商品市況・・・・為替為替為替為替・・・・金利金利金利金利のののの影響影響影響影響
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